



















































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 44 号（2018 年 12 月 6日）
体系的・系統的なキャリア教育
─ 59 ─
キャリア教育の充実
おわりに
　近年学校内が騒然となるような問題行動は全
国的に減少し，校内的には安定しているように
見える。長年にわたる生徒指導への取り組みの
成果の表れと言ってもいいだろう。
　反面，いじめや不登校の問題では，いじめの
後遺症により卒業後も家から出られない状態が
続いたり，在学中からの不登校が卒業後も続
く，いわゆるひきこもりの問題は後を絶たな
い。
　内閣府は40歳から64歳のひきこもりの人の
実態調査をすると発表した。今までも15歳か
ら39歳の若者のひきこもりの調査はあったが，
主に不登校やいじめをきっかけに起きる若者の
問題と捉えていた。しかしひきこもりは高齢者
の中にもみられることが明らかになり，社会と
の繋がりが途絶えた高齢者に対する早急な対策
が必要な状況になっている。このような状況の
中で社会の中で自立した人生を送り，社会参加
していくための力をいかに身に付けるかが問わ
れている。
　進路指導も生徒指導も現状の課題を克服しな
がら，自分の将来の生き方や在り方を学ぶとい
う共通した理念が根底にある。
　キャリア教育は，進路指導や生徒指導の充実
を図りながら，将来社会の中で自立できる人を
いかに育てていくかである。そのために学校教
育全体を通して長期的な視野に立ったキャリア
教育の推進は不可欠である。
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